












































「最低限」 「例示」 「最低限の例示」 「低評価」 「軽視」などと記述されてきた
（注３）
。本稿では、まず副助詞の「最低限の例示」用法につ



























































































































































































































































これとて「ろくな訓練も受けていないくせに」という非難への反論であるか、 研修という入り口の仕事さえ行うことをせずに文句言う人」に対して促すためのセリフ なのであって、同様 説明が可能である。　
ここまでのところをまとめてこれを「クライＡ」とし、 「最低限





























































ロに近い状況でとりあえず思 浮かぶものを取り出している以上、そもそも候補は実際上「雪の音／お祝いする」以外に見つけにくい状況なのであり、ゆえに限定的である一方で 後ほど辛うじ 別の該当物に思い至ればそれを言っても い余地が「暫定抽出」にはあるのであって、これが「 るさ」の要因となるの あ 。
19は唯一


































































































































































































































































































に抽出されたものである 考えるべきではないか（この場合は先の名詞・数量詞と結合したのと違 、単純暫定抽出 他 従属節として主節 関わる機能を句に付加してい と 。　
そして、これらを「程度・量」 用法と考えるべきかである 、


















ホドの場合は（本稿はクライの考察を目的 して、その限りホドに言及する みだが） 、クライより直接的に を表すようで、そのためかえって結合する語が程度・量的意味を持っ いる必要がない。 逆にクライが やすいのは既に量の意味を持つ語である。　
58　
二日分くらい食べたな。／二時間くらい飲んだだろうか。










































































































































































であるが、当然上述の論旨に収まる。 「過酷な気候で冬は例年二、三人死ぬくらい寒い。 」→「寒くて二、 三人死ぬ。 」
〔参考文献〕中西久美子（一九九五） 「ナド・ナンカとクライ・グライ︱低評価


























丸山直子（二〇〇一） 「副助詞「くらい」 「だけ」 「ばかり」 「まで」の、
いわゆる〈程度用法〉と〈とりたて用法〉 」 （ 『日本文学』
95、
東京女子大学）
森田良行（一九八〇） 「～くらい」 （ 『基礎日本語２︱意味と使い方』
角川書店）








（二〇一二、 私家版） に寄せた 「副助詞クライの 「最低限の例示」用法について」を、大幅に改稿したものである。
（ほしの
　
よしゆき＝本学
　
文学部
　
日本語日本文学科）
キーワード＝クライ、暫定抽出、副助詞、とりたて
